
   

  

親鸞の生涯（1） 

親鸞の生涯 
 

１１７３年（１才） 誕生 
 
 誕生の地 → 京都の南、（       ）、  

（     家：藤原有範の子として誕生） 

 幼名：松若丸（伝説上）           （      寺：日野家の菩提寺） 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１８１年（９才）  出家（得度） →（   ・しょうれんいん） 慈円のもとで 
 

            僧名：（      ・はんえん） 
            親鸞が出家の時に詠んだと伝えられる 

 
 
 
 

 
比叡山での修行の日々（９才～２９才） 

 
比叡山 （     寺：天台宗・最澄により建立） 

 横川・西塔・常行三昧堂 
 
 
 
 
 
 
 
 ２０年間の生活    恵信尼文書（聖典p.140） 
 
      『（     ）つとめおわしめしける』→ 僧兵・学僧 
 
 
 

            年  組  番 名前             

法界寺（ひのやくし） 

 
親鸞誕生時の産湯井戸  

臍の緒を埋めた所 

 
青蓮院（粟田御所） 

 

 
比叡山・根本中堂 

（    ）とはなんぞや。径寸百枚、これ国宝にあらず、 
      （    ）心ある人を名づけて、国宝となす。 

『山家学生式』（最澄）


